　「Mixed Unit Tactics in the Five Years War」訳本

　「５年戦争に於ける混合部隊の戦術」第１巻
　著者：Codus Callonus
　Valenwoodに対する５年戦争に際してKhajiitが使用した、今まで用いられることの無かった戦術から諸軍団は学ぶところが在るかも知れない。Dune近くの国境付近に位置するSphinxmoth軍団要塞に配置されて、私は北方に於ける小戦闘を直接に目撃してきた。
　いわゆる“Torvalの虐殺”〔Slaughter of Torval〕によって、その戦争は幕を開けた。Khajiitの主張によれば、何の挑発を受けていないにも関わらずBosmerは街に侵入して、そして、付近の密林に暮らす部族からの援軍によって追い払われるまで、１千人を越える市民を殺害した。Bosmerの主張によれば、その攻撃とは、Valenwoodに向かって木材を運んでいた〔Bosmerの〕隊商を襲撃した、そのKhajiitの盗賊たちに対する報復であった。
　第３時代３９６年の春、その戦火はSphinxmoth要塞の付近にまで及んだ。私は見張りの任に就けられたので、その紛争の所々を目にすることになった。後になって、その戦闘に参加したKhajiitとBosmerの両方と言葉を交わしたので、それは、如何にしてKhajiitが陸上部隊と樹木部隊を混ぜ合わせて戦争に勝利したのかということに関する素晴らしい一例として役に立つだろう。
　通常とは異なる手法に於いてKhajiitは戦闘を開始した。つまり、Cathay-rahtと恐ろしいSenche-raht（あるいは“戦猫”）から構成される樹木伐採のチームを、Valenwoodの森々の周辺に送り出したのだ。木々が切り倒されている（聞くところによれば、Bosmerの一風変わった宗教に於いては、その樹木伐採は罪である）という知らせがBosmerに届くと、激化していた南方の紛争から弓兵部隊が派遣された。こうして、Bosmerは自身の軍勢を小集団に分割するように扇動されたのである。
　Bosmerの弓兵たちは残された木々に陣取った。その木々の枝々は、いまや互いに２０フィート（あるいは、それ以上）も離れており、いくらか陽光が森の地面に差し込むほどであった〔※１〕。Bosmerは残された木々を魔術によって捩じ曲げると、そこから矢を発射するための小さな要塞を作り上げた。
　翌朝、樹木伐採のチームが到着すると、Bosmerによる最初の矢の一斉射撃でもって半ダースのKhajiitが倒れ伏した。その後で、KhajiitはSenche-rahtの背中から大きな木製の盾を幾つか取り出して、急ごしらえのシェルターを拵えた。Khajiit、それに体格に優れたSenche-rahtでさえも、このシェルターと１本の大樹の間に身を隠すことは可能であった。どうしてもKhajiitはシェルターから出て行こうとしないことが明らかになると、あるBosmerたちは剣でもって彼らを切り裂くために地面に降りることを選択した。
　そのBosmerがシェルターの直ぐ近くまで来たところで、Khajiitの１人が、引き抜いた金属棒から作った、土着の楽器の演奏を始めた。これは、ある種の合図だった。そして、人間に似ているOhmesとOhmes-rahtから構成される小集団が、森の地面に隠された幾つかの穴から姿を現した。数では劣っていたけれど、彼らは背後からの奇襲によって迅速に陸上を制圧した。
　木々に陣取っているBosmerの弓兵は依然として勝利をものにしようとしていたが、そのために面倒が引き起こされることは無かった。DagiとDagi-raht（Tenmarの森の木々に住んでいる、あまり有り触れていないKhajiitの種類）の一団が、魔術によって音を消しながら木々を跳び移ってきた。彼らは、Bosmerの体重を支えられない高いところの枝々に陣取った。合図が為されると、彼らは鉤爪と松明あるいは炎の魔法（この点では、私と言葉を交わした２人の生き残りの話は食い違っている）を用いて、陸上で戦闘が為されている間、弓兵の精神集中を妨げた。数人の弓兵は逃げ出せられたが、その殆どは殺されてしまった。
　それほど長らく静寂の魔法を持続できたならば、広範に信じられているよりもDagiとDagi-rahtは明らかに魔術の才に優れていることになる。生き残ったBosmerの１人が私に語ったところによれば、彼はDagiたちの中に数匹の普通の猫を見たそうである。そして、これらの普通の猫が魔法使いのAlfiqとして知られていると主張さえした。しかし、その真偽について言えば、Bosmerは殆どKhajiitと同程度に信用ならないし、家猫が魔法を使えるということは私には信じられない話である。
　その日の終わりには、Bosmerが弓兵部隊の殆ど全員を失ったのに対して、Khajiitは僅かに４ダースの軍勢の内の恐らく半ダースの戦士を失った。第２の弓兵部隊が到着して、この戦術が繰り返されて同様の結果が生まれる前に、生き残りたちが報告に戻ることは叶わなかった。ついに大軍勢が送られてきて、Valenwoodの土地の動物たちの力を借りることによって、その戦闘にBosmerは勝利を収めた。その第３番目の小戦闘とKhajiitの反応については、このシリーズの第２巻〔※２〕にて論ずることにしよう。
訳注

※１　ValenwoodはBosmerの故郷であり、陽光を遮るほどに木々が鬱蒼と繁茂する地域である。
※２　現在、本書「５年戦争に於ける混合部隊の戦術」は第１巻のみゲーム中に登場している。
